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2019 年 11 月 18 日  

昭和産業グループ  『エコバッグ デザインコンテスト』  の開催  

～プラスチックごみ削減に関する社員への啓発活動の一環として～ 

 

昭和産業株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長  新妻一彦）は、環境問題である

プラスチックごみ削減に関する社員への意識啓発のため、昭和産業グループ『エコバッグ  デザイン

コンテスト』を開催いたしました。  

グループを合わせて総数 131 点の応募作品の中から、社員投票の結果、大賞を受賞したデザイ

ンを用いてオリジナルのバッグを制作、社員にバッグを配布し、「エコバッグを使おう（NO！プラスチッ

ク袋）」活動を推進します。 

 

当社では、気候変動対策としてのＣＯ 2 排出削減、容器包装などでのプラスチック使用量の削減、

資源循環や食品ロス削減などの環境問題に、グループ全体で取り組んでいます。一方、環境問題

への対応は、会社としての取り組みだけでなく、社員一人ひとりが自分事として捉え、日常的に、例

えば「プラスチックごみ削減のためレジ袋を断る」「家庭でも省エネをする」などの行動に反映させるこ

とが重要と考えております。  

啓発活動の一環として開催したコンテストのテーマは「エコでかっこいいバッグを作ろう！」。社員や

その家族がテーマにもとづくデザインを考えること、デザインは苦手でも投票を通じて応募作品に興

味を持つことにより、環境問題に思いを馳せることを企図しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大賞の他、社長賞、優秀賞、家族賞などの様々な各賞に加え、大賞作品に投票した社員の中か

ら抽選でズバリ賞を進呈するなど、大いに意識醸成を図るとともに、グループ全社員が環境問題へ

の対応の重要性を再認識する機会といたしました。 

昭和産業グループは、今後も継続して、環境問題をはじめとする社会的課題にグループ全体で取

組むことで、ＥＳＧ経営を推進してまいります。  

以  上  
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＜本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先＞  

昭和産業株式会社  経営企画部  コーポレート・コミュニケーション室  担当：赤松  

TEL：03-3257-2042 

大賞を受賞した応募作品  

《応募者のコメント抜粋 》  

昭和産業グループがエコと密接な関係にあ
ることをわかりやすく表現しました  

完成したオリジナルエコバッグ  

※バッグの素材はコットン 100% 

(エコマーク付き )  


